
マイクロ波・ミリ波セミナー
　日常の様々なところで使われている電磁波の中でも、上述の
５Ｇ通信やミリ波レーダーなど、マイクロ波・ミリ波に関連する分
野は現在、大きな注目を集めています。当センターではマイク
ロ波・ミリ波に関連した技術分野の製品開発を行っている企業
の方などを対象に、基礎的な知識や試作・開発した製品の評価
等に関する話題提供を行う「マイクロ波・ミリ波セミナー」を開催
しました。

○第１回マイクロ波・ミリ波セミナー （令和2年9月24日）
◆演題・講師：
「マイクロ波システムを支える最新デバイス開発の現状
～スマートフォンから無線給電まで ～」
石崎 俊雄氏／龍谷大学 先端理工学部 電子情報通信課程 教授
◆内容：
　ＬＴＣＣ（低温同時焼結セラミック）デバイスの開発事例やミリ
波情報エネルギー伝送システムの開発事例、無線電力伝送の
デモ映像などを交えながら、マイクロ波システムを支える最新
デバイス開発の現状と今後の応用について解説をいただきま
した。ＫＩＣＫ（けいはんなオープンイノベーションセンター）にも
サテライト会場を設置し、一部の方はそちらで聴講されました。

○第２回マイクロ波・ミリ波セミナー （令和3年2月26日）
◆演題・講師：
「電磁界シミュレーションおよびマイクロ波・ミリ波帯アンテナ設計の基礎」
平野 拓一氏／東京都市大学 理工学部 電気電子通信工学科 准教授

○第３回マイクロ波・ミリ波セミナー （令和３年３月18日）※予定
◆演題・講師：
「マイクロ波計算機トモグラフィーの医療・産業応用」
山口 聡一朗氏／関西大学 システム理工学部 
物理・応用物理学科 准教授

次年度の開催
　ものづくりの現場において今後ますます重要となる電磁波技
術について、次年度も５Ｇ通信やミリ波レーダーなど技術の切り
口のみならず、医療、農業など産業分野にスポットを当てなが
ら、引続きさまざまなセミナーを行っていく予定です。詳細が決
まり次第、ホームページやメルマガでご案内しますので、ぜひご
参加ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 電気通信係　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp
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ＥＭＣ技術セミナー
　安全な電気・電子
製品を開発し提供す
るためには、製品か
ら放出される電磁ノ
イズを低減させる規
制対応や、日常で発
生している雷、静電
気、他製品からの電
磁ノイズを受けた際に誤動作・故障しないようにする対策など、
ＥＭＣ（電磁環境両立性）の技術が必要となります。令和２年度は
このＥＭＣ技術を基礎から学べる「ＥＭＣ技術セミナー」を開催し
ました。 

○第１回ＥＭＣ技術セミナー （令和2年12月15日）
◆演題・講師：
◇第1部「製品安全 基礎」
中山 太介氏／（一社）ＫＥＣ関西電子工業振興センター 試験事業
部 ＥＭＣ・安全技術グループ 安全試験チーム チームリーダー
◇第2部「ＥＭＣ入門編」
疋田 修一氏／（一社）ＫＥＣ関西電子工業振興センター 試験事業
部 ＥＭＣ・安全技術グループ ＥＭＣ第1チーム 技師
◆内容：
　第１部では製品の安全について、その安全確保の概念や危険
の種類を例示いただき、その上で電気用品が準ずるべき電気
用品安全法の構造、そして具体的な基準について説明いただき
ました。また、流通後規制（試売テスト）についてテスト結果を交
えて紹介いただきました。
　第２部ではＥＭＣ規格の成り立ちや体系の紹介の後、実際のＥ
ＭＣ試験の基本について、ＥＭＳ（イミュニティ試験）とＥＭＩ（エミッ
ション試験）各々について解説いただきました。また最後には、最
新の国際規格（ＣＩＳＰＲ）の動向について紹介いただきました。

○第２回ＥＭＣ技術セミナー （令和３年２月１０日）
◆演題・講師：
「静電気の試験と対策」
石田 武志氏／（株）ノイズ研究所 技術部 上席部長　
井上 竜也氏／パナソニック（株）
インダストリアルソリューションズ社 モノづくり革新センター 
解析・サポート部 測定ソリューション課

電磁波に関するセミナーのご紹介
令和2年度のＥＭＣ技術セミナー、マイクロ波・ミリ波セミナー開催報告

技術
センターから

　電磁波は、最先端分野のミリ波レーダー・５Ｇ通信など、現在盛んに開発されているものづくりにおいて非常に重要な技術に用いら
れています。他方、電磁波は時に製品の誤作動原因となる場合があります。このように遠隔での通信・測位など遠くまで届いて便利
な半面、その姿が見えず時に厄介な存在となる電磁波について、当技術センターではセミナーでその関連技術を紹介してきました。
令和２年度に開催したセミナーをご紹介します。

森田 成昭氏（大阪電気通信大学 工学部 教授）
内　容：　今年度最終回となる第3回例会では、『近赤外のスペ
クトル解析』と題して、尾崎幸洋先生と大阪電気通信大学の森
田成昭先生のお二人にリレー形式でのご講演をいただきまし
た。第1部では、尾崎先生より近赤外スペクトルを解析する際の
基本的な考え方やケモメトリックス・量子化学計算などに関して
解説が行われました。第2部では、森田先生よりケモメトリックス
の実践を内容として、汎用プログラミング言語を用いた機械学
習の具体論について解説いただきました。

操作実習
　本研究会では、講師による講演のほか当センターが所有す
る装置を実際に触っていただく操作実習会を実施しており、今
年度は、顕微紫外可視近赤外分光光度計（UV-Visible/NIR：日
本分光株式会社 MSV－5200 DGK）をテーマ機材として実施
しました。昨年度は、例会前に会員が一堂に会して操作実習会
を実施しましたが、今年度は新型コロナ感染症への対応の一
環として、会員ごとに1時間半程度の時間を割り当てた形で実
施することとなりました。結果的に、装置担当者との会話を通じ
てじっくりと使い方について習得できたとの嬉しいお声を頂戴
しました。

次年度の開催
　次年度も引き続き、分光分析をキーワードに本研究会を実施
する予定です。テーマ機材、開催方式は未定ですが、実務経験
の長短に関わらず、分光分析に関して系統立てて学んでいただ
けるカリキュラムを検討しています。開講は8月以降の予定です
が詳細が決まり次第ホームページやメルマガでご案内しますの
で、ぜひご参加ください。

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料評価係　TEL：075-315-8633  E-mail：kiban@kptc.jp

講　演
○第１回 ｢近赤外分光法（入門編）｣
日　時：　令和２年10月20日（火） 13：00～17：00
講　師：　尾崎 幸洋氏／関西学院大学 名誉教授･フェロー
内　容：　第1回例会では、『近赤外分光法（入門編）』と題して本
研究会座長の尾崎 幸洋 関西学院大学名誉教授よりご講演を
頂きました。講演では、そもそも近赤外光とはどういうものなの
か？というところに始まり、FT-IR等に使用される赤外光と近赤
外光により観測される現象の原理的な違いや、身近にあるモノ
の近赤外スペクトルを例にどのように読み解いていくのかにつ
いて解説が行われたほか、近赤外ならでは透過性などの特徴を
生かした産業利用の広がりについても様々な事例を交えてご
紹介いただきました。講演後の質疑応答では、オンライン開催
にも関わらず多くの質問が出るなど、近赤外を用いた分析を自
社の取り組みに取り込んでいこうとする会員の皆様の意欲を感
じる初回となりました。

○第2回 ｢近赤外分光の基礎と応用｣
日　時：　令和２年11月17日（火） 13：00～17：00
講　師：　尾崎 幸洋氏／関西学院大学 名誉教授･フェロー

森澤 勇介氏／近畿大学 理工学部 准教授
内　容：　第2回例会では、『近赤外分光の基礎と応用』と題して
尾崎幸洋先生と近畿大学の森澤勇介先生のお二人にリレー形
式でご講演をいただきました。第1部では、尾崎先生より近赤外
分光装置を用いた測定にあたって必要となる基礎知識や、試料
の形態に応じた測定方式（透過・透過反射・拡散反射・インタラク
タンス法）の選択や適切な光路長の設定方法に関する説明が
あったほか、現在世界で使用されている近赤外分光分析装置に
ついて、それぞれの測定原理の説明を交えてご紹介いただきま
した。
　続く第2部では、森澤先生から近赤外吸収の原理に基づい
て、その分析結果にはどのような情報が含まれるのかについて
解説が行われ、光と分子との相互作用から量子論といった一歩
踏み込んだ内容について分かりやすく説明をいただきました。

○第3回 ｢近赤外のスペクトル解析｣
日　時：　令和２年12月15日（火） 13：00～17：00
講　師：　尾崎 幸洋氏（関西学院大学 名誉教授･フェロー）

ものづくり分析評価技術研究会のご紹介
令和２年度の開催報告

技術
センターから

　ものづくりの現場では、紫外光や赤外光などの波長領域の異なる様々な光を｢製品開発｣や｢品質管理｣などの分析に活用します
が、どのような場合にどのような波長領域の分析装置を選択すべきかが技術者にとっての大きな悩みとなっています。
　令和元年度に発足した本研究会は、現場で活きる系統的な分光分析技術を府内中小企業の技術者の皆様に学んでいただく場と
することを目的として、講演と分析装置の操作実習を交えた形式で例会を実施しています。今年度は、薬品・食品・化粧品・プラスチッ
ク・工業材料・原材料などの定性・定量分析や品質管理、評価技術として近年注目されている「近赤外分光法」をテーマとしてオンライ
ン方式により開催しました。その概要をご紹介します。

操作実習会の
様子


